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日
本
推
理
作
家
協
会
主
催
の
第
六
十
二
回
「
江
戸
川
乱
歩
賞
」
は
、
本
日
（
五
月
十
六
日
）
午
後
四
時
よ
り

開
催
さ
れ
た
最
終
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
本
年
度
の
受
賞
作
を
左
記
の
通
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

（
後
援
／
講
談
社
・
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
） 

選
考
委
員
／
有
栖
川
有
栖
・
池
井
戸 
潤
・
今
野 

敏
・
辻
村
深
月
・
湊 

か
な
え 

（
五
十
音
順
敬
称
略
） 

場 
 

所
／
帝
国
ホ
テ
ル
「
楓
の
間
」 

記 

◎
第
六
十
二
回 

江
戸
川
乱
歩
賞 

江
戸
川
乱
歩
像
及
び
副
賞 

賞
金
１
０
０
０
万
円 

『
Ｑ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｑ
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

犬け
ん

胤い
ん 

究
き
わ
む

氏 

  

今
回
の
江
戸
川
乱
歩
賞
応
募
作
品
は
三
百
三
十
八
編
に
達
し
、
九
十
二
編
が
第
一
次
予
選
を
通
過
、
さ
ら

に
第
二
次
予
選
で
二
十
二
編
が
選
ば
れ
、
最
終
候
補
作
と
し
て
選
ば
れ
た
四
編
の
中
か
ら
右
記
の
作
品
が
決
ま

り
ま
し
た
。
受
賞
作
は
八
月
上
旬
、
講
談
社
よ
り
刊
行
さ
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
賞
贈
呈
式
は
九
月
九
日
（
金
）
午
後
六
時
よ
り
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。 

          

日
本
推
理
作
家
協
会 

講
談
社 

広
報
室 

電
話
０
３
（
５
３
９
５
）
３
４
１
０  



 

犬
胤 

究
（
け
ん
い
ん
・
き
わ
む
） 

一
九
七
七
年
九
月
一
三
日
生 

三
八
歳 

 

学 

歴 
 

福
岡
大
学
附
属
高
校
卒
業 

筆
歴 

二
〇
〇
四
年
『
サ
ー
ジ
ウ
ス
の
死
神
』（
佐
藤
憲
胤
名
義
）
で
第
四
七
回
群 

像
新
人
文
学
賞
優
秀
作
に
入
選
、
二
〇
〇
五
年
に
書
籍
化
。
二
〇
〇
九
年

『
ソ
ー
ド
リ
ッ
カ
ー
』
刊
行 

出
身
地 

 

福
岡
県
福
岡
市
南
区 

住 

所 
 

東
京
都
新
宿
区 

 

《
受
賞
作
品
概
要
》 

 

『
Ｑ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｑ
』 

 西
東
京
市
に
住
む
女
子
高
生
・
市
野
亜
李
亜
の
家
族
四
人
は
、
全
員
が
殺
し
屋
だ
っ
た
。 

住
宅
販
売
員
の
父
は
、
血
を
抜
い
て
人
を
殺
す
。
家
事
を
し
な
い
母
は
、
バ
ー
ベ
ル
の
シ
ャ
フ
ト
で
撲
殺
す

る
。
引
き
こ
も
り
の
兄
は
、
噛
み
付
い
て
失
血
死
さ
せ
、
つ
る
は
し
と
シ
ャ
ベ
ル
で
心
臓
を
え
ぐ
り
だ
す
。
そ

し
て
末
っ
子
の
亜
李
亜
は
、
鹿
の
角
か
ら
削
り
だ
し
た
ナ
イ
フ
で
刺
す
。 

猟
奇
殺
人
の
秘
密
を
共
有
し
な
が
ら
、
一
家
は
郊
外
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
た
。
不
動
産
業
界
紙
を
熱

心
に
読
む
父
と
の
短
い
会
話
や
、
近
所
の
公
園
で
こ
っ
そ
り
鳩
を
殺
す
Ｏ
Ｌ
「
鳩
ポ
ン
」
の
観
察
な
ど
が
亜
李

亜
の
日
常
だ
。 

夏
の
あ
る
日
、
頭
痛
を
感
じ
て
帰
宅
し
た
亜
李
亜
は
、
部
屋
で
惨
殺
さ
れ
た
兄
を
見
つ
け
る
。
凶
器
は
パ
ン

切
り
包
丁
。
さ
ら
に
、
め
っ
た
裂
き
の
死
体
は
、
魔
法
が
か
か
っ
た
よ
う
に
消
失
す
る
。
家
族
は
み
な
殺
人
者

で
あ
る
た
め
、
警
察
は
呼
べ
な
い
。
一
家
は
犯
人
の
形
跡
を
探
す
が
見
つ
か
ら
ず
、
そ
の
翌
日
に
は
、
母
が
姿

を
消
し
た
。 

大
雨
の
夜
、
問
い
つ
め
る
娘
を
は
ぐ
ら
か
す
父
は
、
ポ
ー
カ
ー
の
勝
負
を
持
ち
か
け
る
。
亜
李
亜
が
渡
さ
れ

た
カ
ー
ド
は
、
二
回
つ
づ
け
て
「
Ｑ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｑ
」
の
順
番
に
並
ん
で
い
た
。
ク
イ
ー
ン
と
ジ
ャ
ッ
ク
の
２
ペ
ア

に
す
ぎ
な
い
が
、「E

STO
 PER

PETU
A

」
と
い
う
ラ
テ
ン
語
の
手
役
で
、
亜
李
亜
の
勝
ち
だ
と
父
は
い
う
。

困
惑
す
る
亜
李
亜
は
真
夜
中
に
目
覚
め
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
天
井
に
隠
し
カ
メ
ラ
を
発
見
す
る
。
父
を
問
い
た

だ
し
、
録
画
さ
れ
た
画
像
を
見
る
が
、
そ
こ
に
は
母
と
兄
が
映
っ
て
い
な
い
。
恐
ろ
し
く
な
っ
た
亜
李
亜
は
、

家
を
出
る
決
意
を
す
る
。
父
は
「
七
十
二
時
間
後
に
戻
り
な
さ
い
」
と
告
げ
、
い
つ
も
読
ん
で
い
る
業
界
紙
を

な
ぜ
か
手
渡
し
て
き
た
。 

宿
泊
し
た
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で
今
日
起
き
た
殺
人
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、
事
件
現
場
が
父
に
渡
さ
れ
た

新
聞
の
「
今
週
の
不
動
産
情
報
」
欄
と
奇
妙
に
一
致
す
る
こ
と
に
気
づ
く
。
翌
朝
、
地
元
へ
戻
り
、
宿
泊
費
を

浮
か
す
た
め
、
鳩
殺
し
の
秘
密
を
守
る
か
わ
り
に
部
屋
に
泊
め
て
ほ
し
い
と
「
鳩
ポ
ン
」
に
頼
む
。
彼
女
の
職

業
が
客
室
で
の
殺
人
や
事
故
の
有
無
を
調
べ
る
ホ
テ
ル
鑑
定
士
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
亜
李
亜
は
、
過
去
に
起

き
た
パ
ン
切
り
包
丁
事
件
の
調
査
を
依
頼
す
る
。 
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